鹿児島県阿久根市「懲戒免職処分効力停止」申立事案、12月25日鹿児島地裁
第２回口頭弁論で結審

鹿児島県阿久根市長が、張り紙をはがしたことを理由に阿久根市職員Ａさんに対し懲戒免職処分を行ったことを不当として、Ａさんが処分の取消しを求め鹿児島地裁に提訴した事件で、12月25日、第2回口頭弁論が開かれ、この日結審しました。判決は2010年4月9日午後1時15分に予定されています。

　この日の裁判では、裁判長から訴状提出以降の原告、被告の書面について双方に確認し、竹原信一市長の準備書面の誤字訂正などを行い、その後、双方に今後の裁判進行について考え方を求めました。

　原告（Ａさん）側の小川正弁護士が①事実関係について双方争いがない②効力停止の地裁決定、（竹原市長が即日抗告した）高裁の棄却決定を受けても市長が就労拒否、給与未払いを続けている現状、の２点を挙げ、早期の裁判所の判断を求めるためこの日の結審を申し出ました。

　市長側からの申し出がなかったため、牧裁判長は「審理はこれで終結します」と結審をいい渡しました。

判決日程が延びた理由について裁判長は「訴訟が立て込んでいる」との理由を述べています。

　裁判後に県本部で総括集会を開き、その中で、増田秀雄弁護士は「竹原市長は準備書面の結論で『裁判所は首長と対等の立場からその（人事）適否を論じる資格を持たない』など三権分立も無視した主張を述べており、こちらに有利な判決になる」との見解を示しました。また、西田一美本部総合労働局法対労安局長は「全国の仲間が注目しており、このような事態の全国への波及を阻止していくためにも本部も単組とともに頑張る」と引き続く支援の決意を述べました。

　

　本部は、竹原市長による一連の攻撃、組合嫌悪からの感情的な言動から組合と組合員を守るため、阿久根市職労、鹿児島県本部とともに引き続き取り組みをすすめます。
